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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、力強さには欠けるものの改善の兆しも随所に見られ、緩や

かながら回復が期待される展開となりました。

国内の企業収益は、インバウンド需要に頭打ちの兆しが見えるものの、円高による輸入原材料の価格の低下や

堅調な設備投資等の明るい材料もあり、４四半期ぶりに４－６月期の経常利益は増加しました。

一方、個人消費は良好な雇用環境や、緩やかに上昇を続ける賃金環境を背景に家計の購買力は改善しました

が、株価や景気の先行きに対する不安から耐久財などの買い控えも起きており、本格的な消費の回復にはまだ時間

がかかるとの見方が強まっています。

このような環境のなか、外国為替市場のドル円相場は一時上昇したものの、その後は、じり安基調となりまし

た。７月、参議院選挙で自民党が圧勝し、20兆円規模の経済対策が発表されるとドル円は上げ足を速め107円台ま

で上昇しました。

しかし、その後は米国の経済指標が市場予想を下回り米国の年内の利上げ観測が後退したことから、ドルが下

落基調となり、ドル円も８月中旬には約９週間ぶりに100円を割り込みました。８月下旬、イエレンＦＲＢ議長の

発言から米国利上げへの期待が膨らみ、一時、ドル円も反発する場面がありましたが、９月21日のＦＯＭＣでは米

国の利上げは見送られることとなり、101円台で９月の取引を終了しました。

株式市場は、おおむね16,000円台でのレンジ相場となりました。８月上旬には、海外株式市場の下落や大幅な

円高を受けて一時16,000円を割り込む場面もありましたが、日銀によるＥＴＦの購入などによる下支えもあり、一

進一退の動きとなりました。

 このような経済状況のもとで、当社グループの当第２四半期連結累計期間の営業収益は、相場環境の低迷による

取引高の減少等により、16億66百万円（前年同四半期比83.5％）、純営業収益は16億64百万円（同83.4％）となり

ました。

 販売費・一般管理費は全体で17億15百万円（同97.3％）、純営業収益から販売費・一般管理費を差し引いた営業

損失は50百万円（前年同四半期は２億32百万円の営業利益）、経常損失は57百万円（前年同四半期は２億15百万円

の経常利益）、親会社株主に帰属する四半期純損失は55百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純利

益93百万円）となりました。

 なお、海外金融事業においては、連結子会社Invast Financial Services Pty Ltd.が当第２四半期累計期間にお

いて創業以来初となる黒字転換を果たしております。

 一方、当社単体での営業損失は66百万円（前年同四半期は３億26百万円の営業利益）、経常損失は62百万円（前

年同四半期は３億31百万円の経常利益）、四半期純損失は61百万円（前年同四半期は２億９百万円の四半期純利

益）となりました。

 

 セグメントの業績概況は次のとおりであります。

 詳細は、「注記事項（セグメント情報等）」をご参照ください。

セグメント名称 事業の内容 会社 

報告 

セグメント 

取引所ＦＸ取引 「くりっく365」 インヴァスト証券㈱ 

店頭ＦＸ取引 
「ＦＸ24」、「シストレ24」、 

「トライオートＦＸ」 
インヴァスト証券㈱ 

海外金融事業 店頭ＦＸ、店頭ＣＦＤ、証券取引 Invast Financial Services Pty Ltd. 

その他 
「くりっく株365」、 

「トライオートＥＴＦ」 
インヴァスト証券㈱ 

 

① 取引所ＦＸ取引

 取引所ＦＸ取引は、東京金融取引所におけるＦＸ取引サービス「くりっく365」の提供を行っております。

 当第２四半期連結累計期間における「くりっく365」の取引高は、前年同四半期を下回ったため、純営業収益

は４億38百万円（前年同四半期比76.8％）、セグメント利益は25百万円（同25.1％）となりました。
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② 店頭ＦＸ取引 

 店頭ＦＸ取引は、「ＦＸ24」、「シストレ24」及び「トライオートＦＸ」のサービス提供を行っております。 

 当第２四半期連結累計期間においては、「トライオートＦＸ」における業界最狭水準スプレッドでの自動売買

グランプリの開催や、「シストレ24」におけるフルオート機能のリリース、ＦＸしながら寄付をする新しい社会

貢献プロジェクト「インヴァスト ミッションプロジェクト」の始動等、お客様の満足度向上につながる様々な

施策を実施いたしました。しかしながら、６月の英国国民投票の影響等による一時的な取引高の増加はあったも

のの、低いボラティリティ相場が継続した影響を受け、店頭ＦＸ取引（ＦＸ24・シストレ24・トライオートＦ

Ｘ）による純営業収益は９億21百万円（前年同四半期比81.1％）となり、セグメント利益は13百万円（同

6.4％）となりました。 

 

③ 海外金融事業 

 海外金融事業においては、オーストラリアの子会社Invast Financial Services Pty Ltd.（以下「ＩＦＳ」と

いいます。）が店頭ＦＸ取引、店頭ＣＦＤ取引及び証券取引を行っております。

 ＩＦＳの決算日は12月31日となっているため、当第２四半期連結累計期間においては、平成28年１月から６月

までの実績を反映しております。

 ＩＦＳは、法人営業活動の強化による流動性供給事業「Pure Prime」の拡大が、新規大口顧客の大幅な増加に

つながったこと等から、海外金融事業の純営業収益は２億83百万円（前年同四半期比110.3％）となり、セグメ

ント利益は15百万円（前年同四半期は94百万円のセグメント損失）となりました。

 

④ その他

 その他、当社では「くりっく株365」及び「トライオートＥＴＦ」のサービス提供を行っております。

 ４月からの新サービス「トライオートＥＴＦ」は、近年、最も成長している金融商品のひとつであるＥＴＦ

（上場投資信託）を対象とした世界初のＥＴＦ特化型証拠金取引です。 

 国内におけるＥＴＦの認知度はまだまだ低いものの、低コストでの運用が可能、透明性が高い、投資対象が多

様性に富むといった理由から、米国の年金基金やフィナンシャルアドバイザー等から注目を集めており、ＥＴＦ

の世界の市場規模は拡大を続けています。 

 「トライオートＥＴＦ」は、国内外の世界選抜ＥＴＦがひとつの口座で管理可能であり、差金決済（ＣＦＤ）

の仕組みを利用することで、現物外国株投資のネックとなる元本為替リスクを排除する等、当社独自の付加価値

のあるサービスとなっております。また、１万円という少額から投資可能なため、これから資産形成が必要とな

る若い世代の方でも気軽にお取引していただけます。

 当第２四半期連結累計期間においては、「トライオートＥＴＦ」サービスが事業計画を下回ったことに加え、

前年同四半期と比較し「くりっく株365」の出来高が伸び悩んだこと等から、純営業収益は26百万円（前年同四

半期比54.1％）となり、セグメント損失は１億６百万円（前年同四半期は10百万円のセグメント利益）となりま

した。

 

 主要な収益・費用等の状況は次のとおりであります。

 

① 受入手数料

 当第２四半期連結累計期間の受入手数料の合計は３億79百万円（前年同四半期比72.5％）となりました。

 内訳は以下のとおりであります。

・取引所為替証拠金取引に係る受取手数料   ２億87百万円（同78.3％）

・委託手数料                  19百万円（同47.9％）

・投資顧問料                  13百万円（同63.4％）

・その他の受入手数料              59百万円（同62.4％）

 

② トレーディング損益

 当第２四半期連結累計期間におけるトレーディング損益は、11億20百万円（前年同四半期比89.7％）の利益と

なりました。これは店頭ＦＸ取引等によるものであります。

 

③ 金融収支

 当第２四半期連結累計期間における金融収益は、13百万円（前年同四半期比87.2％）となりました。

 一方、金融費用は２百万円（前年同四半期は計上なし）となり、これを差し引いた金融収支は10百万円（同

70.4％）となりました。主な発生要因は預金利息によるものであります。
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④ 販売費・一般管理費 

 当第２四半期連結累計期間における販売費・一般管理費は、17億15百万円（前年同四半期比97.3％）となりま

した。主な内訳は以下のとおりであります。

・取引関係費                ４億57百万円（同103.7％）

・人件費                  ４億44百万円（同91.0％）

・不動産関係費               ５億53百万円（同99.6％）

・事務費                    16百万円（同126.7％）

・減価償却費                １億72百万円（同97.0％）

・租税公課                   41百万円（同101.2％）

・その他                    29百万円（同64.2％） 

 

⑤ 営業外収益 

 当第２四半期連結累計期間においては０百万円の営業外収益を計上しており、その内訳は以下のとおりであり

ます。

・受取配当金                  ０百万円

・未払配当金除斥益               ０百万円 

・その他                    ０百万円 

 

⑥ 営業外費用 

 当第２四半期連結累計期間においては７百万円の営業外費用を計上しており、その内訳は以下のとおりであり

ます。

・為替差損                   ６百万円 

・株式公開費用                 ０百万円 

・その他                    ０百万円 

 

⑦ 特別利益 

 当第２四半期連結累計期間においては６百万円の特別利益を計上しており、その内訳は以下のとおりでありま

す。 

・金融商品取引責任準備金戻入          ６百万円 

・固定資産売却益                ０百万円 
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（２）財政状態に関する説明 

（資産）

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比較して13億79百万円増加し966億15百万

円となりました。流動資産は、14億88百万円増加し954億68百万円となりました。

 流動資産の主な増加項目は、外為取引未収入金の増加32億52百万円であり、一方、主な減少項目は、現金・預金

の減少13億26百万円のほか、短期差入保証金の減少７億17百万円であります。

 また、固定資産は、前連結会計年度末と比較して１億８百万円減少し11億47百万円となりました。

 これは、ソフトウェア等の新規取得があった一方、減価償却費１億72百万円を計上したこと等によるものであり

ます。

 

（負債）

 当第２四半期連結会計期間末における負債合計は861億65百万円となり、前連結会計年度末に比べ、16億94百万

円増加しました。流動負債は、17億27百万円増加し860億30百万円となりました。

 流動負債の主な増加項目は、外為取引未払金の増加26億85百万円であり、主な減少項目は、受入保証金の減少８

億７百万円であります。固定負債は、前連結会計年度末に比べ26百万円減少し１億11百万円となりました。

 特別法上の準備金は、23百万円となりました。

 

（純資産）

 当第２四半期連結会計期間末における純資産は104億50百万円となり、前連結会計年度末と比較して３億14百万

円減少しました。主な減少要因は配当金の支払いによる２億34百万円、親会社株主に帰属する四半期純損失55百万

円の計上であります。

 この結果、自己資本比率は10.8％（前連結会計年度末は11.3％）となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 当社グループの主力サービスである外国為替証拠金取引は、外国為替市場や株式市場等の市況、その他国内外の

経済環境等に大きく左右される傾向にあり業績予想が困難であるため、業績予想の開示は行っておりません。

 その代替として、営業収益等の営業指標を月次概況として開示しております。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報

告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及

び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表への影響はありません。

 

（２）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四半期

連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金・預金 3,661 2,335 

預託金 15,690 15,985 

顧客分別金信託 2,005 1,701 

顧客区分管理信託 13,390 13,480 

その他の預託金 294 803 

短期差入保証金 58,622 57,904 

外為取引未収入金 15,857 19,109 

繰延税金資産 15 13 

その他 138 130 

貸倒引当金 △6 △10 

流動資産計 93,979 95,468 

固定資産    

有形固定資産 146 118 

無形固定資産 755 700 

投資その他の資産 353 328 

投資有価証券 146 142 

関係会社出資金 23 23 

繰延税金資産 8 8 

その他 174 154 

貸倒引当金 △0 △0 

固定資産計 1,255 1,147 

資産合計 95,235 96,615 

負債の部    

流動負債    

受入保証金 69,993 69,185 

外為取引未払金 13,865 16,550 

未払法人税等 87 18 

役員賞与引当金 9 - 

賞与引当金 19 22 

その他 327 253 

流動負債計 84,303 86,030 

固定負債    

その他 137 111 

固定負債計 137 111 

特別法上の準備金    

金融商品取引責任準備金 29 23 

特別法上の準備金計 29 23 

負債合計 84,470 86,165 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 5,965 5,965 

資本剰余金 2,313 2,313 

利益剰余金 2,556 2,264 

自己株式 △44 △41 

株主資本合計 10,791 10,501 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 △1 △5 

為替換算調整勘定 △26 △48 

その他の包括利益累計額合計 △27 △53 

新株予約権 1 1 

純資産合計 10,765 10,450 

負債・純資産合計 95,235 96,615 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

営業収益    

受入手数料 524 379 

取引所為替証拠金取引に係る受取手数料 367 287 

委託手数料 41 19 

投資顧問料 20 13 

その他の受入手数料 94 59 

トレーディング損益 1,250 1,120 

金融収益 15 13 

その他の営業収益 205 152 

営業収益計 1,995 1,666 

金融費用 - 2 

純営業収益 1,995 1,664 

販売費・一般管理費    

取引関係費 441 457 

人件費 488 444 

不動産関係費 555 553 

事務費 12 16 

減価償却費 177 172 

租税公課 40 41 

その他 46 29 

販売費・一般管理費計 1,762 1,715 

営業利益又は営業損失（△） 232 △50 

営業外収益    

受取配当金 0 0 

未払配当金除斥益 - 0 

その他 0 0 

営業外収益計 0 0 

営業外費用    

為替差損 17 6 

株式公開費用 0 0 

その他 - 0 

営業外費用計 17 7 

経常利益又は経常損失（△） 215 △57 

特別利益    

金融商品取引責任準備金戻入 - 6 

固定資産売却益 - 0 

特別利益計 - 6 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
215 △50 

法人税、住民税及び事業税 136 1 

法人税等調整額 △14 2 

法人税等合計 122 4 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 93 △55 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
93 △55 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 93 △55 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △1 △4 

為替換算調整勘定 △20 △21 

その他の包括利益合計 △22 △25 

四半期包括利益 71 △81 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 71 △81 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 

その他 合計 調整額 

四半期連結

損益計算書

計上額  
取引所ＦＸ 

取引 

店頭ＦＸ 

取引 

海外金融 

事業 
計 

純営業収益 570 1,136 256 1,964 48 2,013 △17 1,995 

セグメント利益

又は損失（△） 
101 214 △94 221 10 232 － 232 

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、取引所株価指数証拠金取引（くりっ

く株365）事業を含んでおります。

   ２．純営業収益の調整額△17百万円は、親子会社間の内部取引の相殺であります。

   ３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書上の営業利益と一致しておりますので、調整額を計上して

おりません。したがって、セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益を表しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 

その他 合計 調整額 

四半期連結

損益計算書

計上額  
取引所ＦＸ 

取引 

店頭ＦＸ 

取引 

海外金融 

事業 
計 

純営業収益 438 921 283 1,643 26 1,669 △5 1,664 

セグメント利益

又は損失（△） 
25 13 15 55 △106 △50 0 △50 

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、取引所株価指数証拠金取引（くりっ

く株365）事業、ＥＴＦ特化型証拠金取引（トライオートＥＴＦ）事業を含んでおります。 

２．純営業収益の調整額△５百万円は親子会社間の内部取引の相殺であります。

３．セグメント利益又は損失の調整額０百万円は、全額がセグメント間取引消去であります。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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